
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     ∞／０＝1／０ 

                    日本福音ルーテル清水教会   
日下 省（くさか・あきら） 

 テレビを観ているとインタビュアーがいろいろな人に質問しています。有名な人

や、時の人、町行く人に向かって「あなたにとって×××とは何ですか」という具合に。

もし、あなたが「あなたにとってクリスマスとは？」聞かれたとしたら、あなたはマ

イクに向かって何と答えますか。 
  幼稚園の園児だった５歳のときの私だったら「園長先生がサンタクロースの服を着

てプレゼントの袋を担いで来た日です」と答えたかもしれません。自分がまさかその

サンタクロースの服を着る羽目になろうとは夢にも思いませんでしたけれども、大学

生だった頃その役を依頼されて卒園生として訪ねたことが実際にありました。 
  社会人生活を始めた２２歳頃の私だったら「バーをはしご酒する日」と答えたかも。

２００８年１２月１３日清水市民クリスマスのメッセンジャーをしてくださった徳

善義和先生は、酔っぱらいが教会を覗いて「教会でもクリスマスをやるのかあ？」と

言ったというエピソードを語っていらっしゃいましたが、私も昔、朝日新聞の「天声

人語」でその話を読んだ記憶があります。 
  そんな酔っぱらいの一人だった私が「イエス様こそ私のキリスト（救い主）です」

と口にするように変わってしまったのですから、世の中は解らないものですね。 
  私を教会に誘ってくださったのは、清水で宣教師として働いておられたアメリカ人

でした。初めは英語の勉強だけというつもりでしたが、重ねてお話をしているうちに、

心がほぐれてきたというのでしょうか、いつの間にか教会に足を踏み入れていまし

た。その宣教師だけでなく、他の宣教師、日本人牧師方、諸先輩に接した結果、この

人たちに従って行っていいんじゃない？、という気になったのです。 
  あるとき、聖書の中に出てくる「罪」という言葉について、罪のないイエス様だか

らこそ全ての人々の罪を担ってその罪をリセットすることがおできになるという説

明を読みました。添えてあったゼロ分の無限大イコールゼロ分の１（∞/0＝1/0）と

いう式と共に、それが妙に心に残りました。なんという単純さ。なんという美しい式。

   
  ∞の中にいる私、１／０の１とは私のことだ、それが私にとってのクリスマスでし

た。 

救いの証し 
日本同盟基督教団清水聖書教会 

牧師 面 曻(ほおつき・のぼる) 
私は、大学４年間、誠にチャランポランな生活をしていました。怠惰というか、

時間の観念のない生き方です。それでも何とか４年を終えて卒業する事ができま

した。そして、社会に巣立っていくわけですが、このままの自分では、社会に多

大な迷惑をかける。私は、清く、正しく生きて行こうと決心しました。しかし、

現実は厳しく、２，３ヶ月で挫折してしまいました。 
その挫折した時期の半年前から教会に出入りしていました。音楽関係で行って

いたのですが、自分がこのような状況になるとは思ってもみませんでした。ある

祈祷会のとき、宣教師夫人が、｢その青年は問題がありますか｣と聞いてくださっ

たのです。それから求道生活が始まりました。J.シメオンソン先生は、救いのス

タートは、｢罪を悔い改める事、イエス・キリストが私の罪のために、身代わり

に死んでくださった事を信じる事｣ そして、信仰の養いのために、「聖書を読む

事、祈る事、礼拝を守る事」この３つを教えてくださいました。私の中に、なぜ、

罪を悔い改めるのか少し疑問がありました。なぜなら、自分の職場環境の中から

この悩みが生まれた、罪を悔い改めるのは、職場の同僚ではないかと思っていま

したからです。 
しかし、人間関係の悩みを自分の理性で解決しようと考え出すと、精神的に恐

ろしいほどの混乱がやってきます。自分はその時、ただ、ただ祈っていました。

｢イエス様、イエス様｣と、しかし、不思議な事が起こりました。今まで自分の心

の中は、不安と恐れで一杯であったのが、不思議に、心が平安になってきました。

そればかりか、２，３ヵ月後には大きな喜びに包まれるようになっていました。

教会でも祈って下さった、からだと思います。 
人間的な力を、捨てて、神により頼むとき、神はそこに働いて、助けてくださ

る事を実感しました。人間の業のちっぽけさを笑うかのように神様の救いは偉大

な働きだと教えられました。 
 

１月号のために、面昇牧師にお願いして証を頂きました。 
みんなが持っている、神様の救いの証です。神様がしてくださることはと

ても簡単で、素晴らしいのです。能力とか学力などといえるようなものでも

ありません。“すぐれた信仰者”という言葉をお聞きになったことありません

でしょうか？ もし、“信仰の強い人”とか、立派の教会員という言葉があっ

たとしたら、“簡単な証＝神様が私にしてくださった素晴らしい出来事”を忘

れないでいる人のことではないでしょうか（村上）。 


